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学生と社会人が一丸、市町村対抗駅伝大会
「高知県市町村対抗駅伝競走大会」が1月25日に、宿毛市総
合運動公園陸上競技場で開催されました。県下27市町村が参
加する中、四万十町からも中高校生と社会人で編成した男子2
チーム、女子1チームが参加しました。
大会当日は、小雪が舞う悪天候でしたが、3チームとも健闘を
見せました。初出場となる選手も、ベテラン選手からタスキ渡し
の手ほどきを受けるなど、世代を超えた絆も育まれたようです。

四万十町代表チームとして大会に参加した皆さん

滑れた！仲良くなれた！わんぱく学校スキー研修
町内の小学校6年生を対象とした「スキー・スノーボード研
修」が、1月6日・7日の2日間、久万スキーランドで行われました。
青少年わんぱく学校事業の一環で実施されたもので、今年は
19名の児童が参加しました。初めは上手く滑ることができなか
った児童たちも、インストラクターの指導の下、研修が終わるこ
ろには全員が上手に滑れるようになっていました。
異なる学校に通う友だちとの宿泊を伴う集団行動は、お互い
の親睦をより深め、4月からの中学校生活に向けて貴重な経験
となったようです。2日間で一回り成長した参加者の皆さん

県中学校ソフトボール男子選抜に8名が選出！
「第22回都道府県対抗全日本中学生男子ソフトボール大
会」へ出場する高知県選抜チームのメンバーに、町内の中学生8
名が選出されました。高知県ソフトボール協会が実施した選考
会によって選出された選手たちは、3月26日から熊本県水俣市で
開催される大会に向け、合同練習に励みチーム力を高めています。

高知県選抜メンバーに選出された皆さん

スポーツ推進に尽力、2名が会長表彰

表彰状を手にする利岡さん（左）と西村さん（右）

「仁井田米コメッツ」2年ぶりの全国へ
「第19回春季全日本小学生男子ソフトボール大会」高知県予
選が、令和7年12月27日と28日に春野総合運動場で行われ、仁
井田米コメッツが2年ぶり2回目の優勝を果たしました。
仁井田米コメッツは現在、四万十町内の5校16名と、いの町1
校1名の計17名の合同チームで活動しており、「全国大会出場」
を目標にこれまで練習に励んできました。
チームは、3月21日から広島県尾道市・三原市で開催される
全国大会に出場し、全力プレーでベスト16を目指し初戦に挑み
ます。全国大会出場を決めた仁井田米コメッツ

3年連続、企業版ふるさと納税で当町を支援

㈱中脇組の多大な貢献に感謝

株式会社中脇組より、今年度も企業版ふるさと納税を通じた
温かいご寄付をいただきました。
1月10日には、中脇組の本社がある埼玉県八潮市を森副町長
らが訪問し、代表取締役の中脇周一さんへ謝意を伝え、感謝状
を贈呈しました。中脇さんが四万十町出身というご縁から、継
続的なご支援をいただいています。
この寄付金は、今年度から新たな校名となった十和小学校・十
和中学校の校名板などの備品購入や、三島キャンプ場の施設整
備、町内県立高校の教育振興の支援に活用させていただきます。

森副町長から感謝状を受け取った中脇周一さん（左）

「令和7年度四国地区スポーツ推進委員協議会会長表彰」の
表彰式が、1月24日に高知県立県民文化ホールにて開催され、
利岡守さんと西村勝文さんが受賞しました。
この表彰は、スポーツ推進委員として10年以上の長きにわた
り、地域の体育活動やスポーツ振興に顕著な功績を残した方々
に贈られるものです。利岡さんは、軟式野球の普及と発展に貢
献され、また西村さんは、主に大正・十和地域の生涯スポーツ
振興に尽力された功績が評価されたものです。

粘り強い戦い、新春バドミントン大会
「新春バドミントン大会」が1月18日に窪川Ｂ＆Ｇ海洋センタ
ーで開催されました。四万十町からは5チーム、14名の選手が
出場しました。申込状況により今年は4部（初級者）が3部（中
級者）のトーナメントに混ざっての試合となりました。それでも
格上相手に最後まで諦めず、粘り強い戦いを見せてくれました。
町内チームの大会結果は以下のとおりです。

初級・中級の部で優勝した「ぴーすまいる」の皆さん
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4
部

1位　ぴーすまいる
2位　チーム8832
8位　タンポポ

 9位　チームしまんと
11位　窪川高校バドミントン部

町内チームの成績
男子　Aチーム　12位　Bチーム　25位　女子　8位

選手紹介（敬称略）
【前列左から】
𠮷村 至雲（窪川中2年）　横山 優心（大正中2年）　中平 優心（窪川中2年）　横山 聡一（窪川中2年）
【後列左から】
武内 輝磨（大正中2年）　門松 俊太（窪川中2年）　吉村 琥太朗（窪川中1年）　宮脇 太陽（大正中1年）

今回の感謝状の贈呈にあわせ、同社への「紺綬褒章」の伝達
も行われました。
紺綬褒章は、公益のために多額の私財を寄付した個人や団体
に授与されるものです。同社からは、企業版ふるさと納税の活
用のみならず、制度が始まる以前から長きにわたり、四万十町の
まちづくりへ多大なご支援をいただいています。こうした多年に
わたる当町への深い理解と貢献が認められ、今回の受章となり
ました。当日、森副町長より勲記が手渡され、中脇周一さんは受
章の喜びとともに、ふるさとへの変わらぬ想いを語られました。（左から）吉川十和振興局長、中脇さん、冨田企画課長

長年の功績に対し「紺綬褒章」受章
こんじゅほうしょう
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